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VS 横河武蔵野
FC  

第27回 日本
フットボールリ

ーグ 第12節



1939年に社内同好会の横河電機サッカー部
として創部し、今年86周年を迎える。99年に
スタートしたJFLにオリジナル9として参加。
2003年に「横河武蔵野フットボールクラブ」
に改称され、その後もチーム名が改称されて
きたが、24年から再び現在のチーム名称に。
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伊藤 龍世
山﨑 舜介
鈴木 龍之介
山田 梨功
鈴木 裕也
鳥居 俊
金田 拓海
小林 大地
田口 光樹
後藤 京介
髙橋 和希
大桃 海斗
新関 成弥
今村 涼一
今村 直也
小野寺 湧紀
清水 悠斗
山崎 稜介
平野 右京
末次 敦貴
寺本 剛瑠
小口 大司
日野 雄介
西見 斗輝
川戸 大樹
馬場 惇也
依田 籟木
中田 開人
揖斐 俊斗
上川 琢
菅野 雅俊
金　泰煜
戸澤 賢浩
杉山 弾斗
パク･グァンギュ

高知ユナイテッドSC
ジョイフル本田つくばFC
ジョイフル本田つくばFC
明治大学
早稲田大学
法政大学
早稲田大学
早稲田大学
高知ユナイテッドSC
ラインメール青森
東京ユナイテッドFC
FC大阪
東京ユナイテッドFC
日本体育大学
VONDS市原FC
流通経済大学
ヴァンラーレ八戸
明治大学
早稲田大学
コバルトーレ女川
作新学院大学
MIOびわこ滋賀
アルティスタ浅間
東京経済大学
東京ユナイテッドFC
明治大学
東京国際大学
山梨学院大学
法政大学
福島ユナイテッドFC
静岡産業大学
FC木浦/大韓民国
常葉大学
ヴェロスクロノス都農
FCティアモ枚方

魂をつなぐ勝利を 
激闘が止まらない今季の日本フットボールリーグ。前節の滋賀戦も後世に
語り継がれるような戦いだった。
天候もピッチコンディションも決して良いとは言えない中、両チームのJリーグ
参入に懸ける強い思いが現れ、ピッチの至る所で激しいバトルが繰り広げら
れる。先制されたV三重は、ゲームキャプテンの負傷交代やPK失敗など、
サッカーの神様から試される時間帯があったものの、アディショナルタイムの
90+7分に松浦のハードプレスで生まれたルーズボールを池田が絶妙な
クロス。それを大竹が渾身のヘッドで叩き込み貴重な勝点「1」を得た。
負けたら大きく後退してしまう上位との戦い。もちろん勝点3が欲しかった
のは間違いないが、「アウェイで最低限の勝点1」という表現は適切ではない
と感じる。それほど松浦をはじめ全員が必死に前を向き、チャンスが消え
かけたところにチャンスを生んだ。
今節は最下位の横河武蔵野FCをホームに迎える。6戦勝利がない相手は
戦術を変えてくる可能性もあり想像以上に難しい試合になることが多い。
実際に第5節では当時最下位だったFCマルヤス岡崎に足元をすくわれた。
同じ轍は踏めない。前節の劇的な勝点1を昇格につなげるためにも、今節は
勝利が必須だ。

スポーツライター・斎藤孝一

AWAY PLAYERS アウェイチームメンバー紹介PREVIEW プレビュー

TODAY’S
        MATCH 第12節 13:00 KICK OFF 

27 村瀬

24 池田

1 森

47 荒川

39 増田

22 伊東

41 梁

16 町田
ヴィアティン三重 横河武蔵野FC

現
在
の
順
位

勝点
現
在
の
順
位

勝点

前節のスターティングメンバー
※実際のフォーメーションとは異なる場合がございます。

6月7日  レイラック滋賀戦 △1-1 6月7日 FCティアモ枚方戦 ●2-3   

新関
14 中田

29

清水
18

鳥居
6

鈴木
3

上川
31

西見
25

山崎
2

金田
7

後藤
10

杉山
37

※2025年6月12日時点

3 伊従
13 安西

25 山田



6/28（土）18:00 KICK OFF

VS. ラインメール青森
7/19（土）19:00 KICK OFF

VS. 飛鳥FC
7/27（日）18:00 KICK OFF

VS. ヴェルスパ大分

 （上から氏名・出身地・生年月日・身長体重・前所属）  ※2025年6月13日時点

森 建太
GK
1

愛知県
1994.6.15

180cm/75kg
MIOびわこ滋賀

谷奥 健四郎
DF
2

三重県
1992.5.28

184cm/78kg
ブラウブリッツ秋田

伊従 啓太郎
DF
3

神奈川県
1999.7.2

188cm/84kg
カマタマーレ讃岐

福田 玲央
DF
4

大阪府
    2000.8.2

183cm/80kg 
高知ユナイテッドＳＣ

饗庭 瑞生
DF
5

和歌山県
1997.5.3

180cm/77kg
ヴァンラーレ八戸

上田 駿斗
DF
6

兵庫県
1998.4.14

180cm/70kg
鈴鹿ポイントゲッターズ

森主 麗司
MF
7

静岡県
1996.9.25

170cm/64kg
VONDS市原FC

篠原 弘次郎
DF
8

佐賀県
1991.7.20

178cm/73kg
VONDS市原FC

大竹 将吾
FW
9

富山県
2000.2.27

182cm/74kg
青山学院大学

加倉 広海
FW
11

福岡県
1992.12.22

173cm/69kg
FCティアモ枚方

安西 海斗
MF
13

埼玉県
1998.2.19

172cm/65kg
VONDS市原FC

池田 虎弘
FW
15

愛知県
2002.8.20

177cm/72kg
愛知学院大学

町田 蘭次郎
MF
16

鹿児島県
1996.6.22

181cm/72kg
ラインメール青森

稲葉 亜我志
GK
17

千葉県
1999.9.27

190cm/80kg
いわてグルージャ盛岡 

青戸 翔
FW
18

神奈川県
1996.8.9

185cm/79kg
沖縄SV 

児玉 慎太郎
DF
19

山口県
1998.6.25

177cm/72kg
FCティアモ枚方

金 成純
MF
20

愛知県
1995.12.31

168cm/62kg
奈良クラブ

松本 龍典
GK
21

神奈川県
2000.1.25

182cm/77kg
ヴェルスパ大分

伊東 進之輔
DF
22

大阪府
2003.4.18

188cm/78kg
ギラヴァンツ北九州

池田 直樹
DF
24

東京都
1994.12.10

171cm/66kg
東京武蔵野シティFC

山田 晋平
FW
25

愛知県
1999.5.13

176cm/76kg
ソニー仙台FC 

村瀬 悠介
DF
27

大阪府
1998.4.9

186cm/78kg
FCマルヤス岡崎

野口 竜彦
MF
28

大阪府
1997.11.20

176cm/79kg
カターレ富山

寺尾 憲祐
MF
35

三重県
1998.10.27

167cm/58kg
FCマルヤス岡崎

松浦 蒼波
MF
38

滋賀県
2003.2.17

177cm/68kg
京都産業大学

増田 鈴太郎
MF
39

神奈川県
2002.7.2

175cm/69kg
東洋大学

村上 弘有
FW
40

千葉県
1998.4.2

187cm/83kg
ラインメール青森

梁 賢柱
FW
41

埼玉県
1998.5.31

174cm/73kg
東京武蔵野ユナイテッドFC

荒川 永遠
MF
47

大阪府
2003.8.29

168cm/60kg
モンテディオ山形

間瀬 秀一

三重県
1973.10.22

2025 VEERTIEN MIE PLAYER ヴィアティン三重 選手紹介

NEWS お知らせ

NEXT HOME GAME 次回のホームゲーム

監
督

6.28 18:00
KICK OFF

SAT ラインメール青森  
第27回 日本フットボールリーグ 第14節
会場：LA・PITA東員スタジアム  
ダイハツ三重DAY

次回のホームゲームからはナイターゲーム!今年は
6試合をナイターで開催!いつもとは雰囲気の違う、
夜のラピスタで、イベントも応援もぜひお楽しみ
ください!

ナイターゲームがはじまる!

2025ナイター第1戦!



ー 前節のアウェイ・滋賀戦を振り返ってください。

自分たちの立ち位置的には勝って上がっていくしかない中で、自分のやりたい
ことはできたけど、前半の良い時間で（得点を）取れなかったことが、後半重く
なったことに繋がったと思います。失点してからも良い時間があまりなかった
ですけど、交代選手含めて準備してきたことを出して、追いつくことができた
のでそこはポジティブに捉えたいです。

ー ここまで増田選手は2ゴール1アシストという結果です。

2点も、一発屋みたいになっているので…（4/20YS横浜戦で2得点）。良い形
は作れているので、後は自分が決めるだけという感じです。先制点を取れれば
勝てるイメージなので、大事にしていきたいです。

ー 今季ルーキーで加入し、リーグ戦も1/3を終えましたがここまでの出来は?

相手の映像は見ていて、JFLにも慣れてきて強度のところは問題ないですけど、
もっと90分をセーブすることなく、フルで力を発揮できる身体を目指しています。
前半のクオリティを後半もキープしていきたいですね。

ー今節はラピスタに帰ってきてのホームゲームです。

前回の四日市開催で多くの人が来てくれた中での引き分けだったので、申し
訳ないと思っています。またラピスタでの試合ですけど、ホームのアドバン
テージを活かし、良い流れを作って3連戦（6/15武蔵野、6/18ガンバ大阪、
6/22沖縄）に入っていきたいと思います。

2025 PARTNER ヴィアティン三重2025パートナー

PLAYER
    INTERVIEW

良い流れで
  連戦へ。

増田 鈴太郎


